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2023年緩和ケアチーム(PCT)へ紹介された患者の倫理的検討を有志で開始

し、2024年4月倫理委員会の下部組織として正式に承認された。PCTの活動

として病棟でのカンファレンスに随時参加する他、月1回外部から臨床倫理の

専門家を招聘し定例のカンファレンスを開催している。また年に2回院外から

もWeb参加可能な公開事例検討会および講演会を開催している。

精神科専門病院の特性として精神疾患をもつ人の身体的治療における治療方

針決定に際する困難さに関する検討が多い。患者の治療同意の不安定さや受

療できる医療ケアの不足、強制治療の是非、身体拘束の要否などテーマが多

岐に渡っており、各委員が院内の治療ケアの実態を新たに学びながら、お互

いの専門領域からの見解を出し合うことで検討を重ねている。

緩和ケアチーム(PCT)活動に端を発したボトムアップの活動であったが、PCT外の有志

が賛同する形でメンバーが増え、介入方法も病棟カンファレンスに参加する、月例の

カンファレンスで検討するなど多様となっている。精神疾患単独の（身体合併症の治

療方針以外の）コンサルトも出始めてきており、今後、PCTおよび倫理カンファレン

スを合体させる形で「臨床倫理コンサルテーションチーム」を立ち上げ、院内のニー

ズを探りながら、マニュアルや依頼手順の整備をすることを予定している。

2026年1月の時点では、院外での臨床倫理コンサルテーションへの協力は

行っておりません。主宰する勉強会への院外からの参加を引き続き歓迎いた

します。また今後合同での勉強会開催などにより地域との連携を模索してゆ

きたいと思っております。

臨床倫理カンファレンス



施設認定（病院機能評価）

病床数 床 898

医師数 人 150

看護師数 人 468

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任 6 人

非常勤 人

臨床倫理認定士 修了者 1 人

臨床倫理認定士 上級修了者 1 人

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任 2 人

非常勤 人

臨床倫理認定士 修了者 1 人

臨床倫理認定士 上級修了者 1 人

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任 人

非常勤 人

臨床倫理認定士 修了者 人

臨床倫理認定士 上級修了者 人

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任 1 人

非常勤 人

臨床倫理認定士 修了者 人

臨床倫理認定士 上級修了者 人

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任 1 人

非常勤 人

臨床倫理認定士 修了者 人

臨床倫理認定士 上級修了者 人

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任 1 人

非常勤 人

臨床倫理認定士 修了者 1 人

臨床倫理認定士 上級修了者 1 人

常勤の専従 人

常勤の専任 人

常勤の兼任 人

非常勤 人

臨床倫理認定士 修了者 人

臨床倫理認定士 上級修了者 人

常勤／非常勤 1 人

臨床倫理認定士 修了者 1 人

臨床倫理認定士 上級修了者 1 人

施設概要

記載項目

医師数

看護師数

薬剤師数

（その他）：心理士

MSW数

事務数

外部コンサルタント

（その他）：

（Ex：リハビリ、栄養士、

心理師等）



コンサルテーション窓口 窓口部門

コンサルテーション件数 （開始年度〜2026年1月現在） 件

倫理カンファレンス件数 （開始年度〜2026年1月現在） 41 件

小児 0 件

成人（高齢者含む） 41 件

がん（AIDS /HIV含む） 10 件

非がん 29 件

精神疾患のみ 2 件

積極的治療・侵襲的検査の拒否 15 件

生命維持の差し控え／中止 10 件

症状コントロール（せん妄／鎮静） 1 件

堪え難い苦痛緩和のための鎮静 0 件

医療資源の分配 2 件

療養場所の選択 2 件

個人情報 0 件

医療者への心理的支援 2 件

意向が不明の場合の治療方針 5 件

繰り返す自傷行為への強制治療 4 件

指導医・専門医講習会 （〜2026年1月現在） 回

新規採用職員研修会 （〜2026年1月現在） 回

幹部・管理者研修会 （〜2026年1月現在） 回

認知症の人のガイドライン （〜2026年1月現在） 回

※ 上記以外にあれば挿入してください（追行可） 回

社会活動 地域との連携 公開事例検討会 4 回

備考 外部見学受け入れ 可

教育活動

（例）

依頼内容（例）

区分（例）

チーム実績


